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ラオス・タゴン地区調査とラオス農業の近況

（前日本工営、現独立コ ンサルタント）

．
 

木村学而

ラオスは、隣国のタイ、ヴェトナムなどと同様、豊富な水資源と広大な

農耕可能地に悪まれている。しかし、かんがい施設が整備されていないなど

といった理由から農業生産はきわめて低く、毎年、米をはじめとする各種の

食糧を、大量陀外国から輸入せざるをえない状況にある。ラオス政府は、こ

うした困雉な事態を克服するため妬、国家経済の安定及び国民生活の向上を

はかる見地から農業閑発に意をそそぎ、とくにビェンチ ャン平原に重点をお

いて開発を進めている。

． 

クゴン地区は、 ピェンナャン平原における代表的な農業開発地区の一つ

として知られている。首都ピェンチャ ンの北、約 25キロメートル、クゴン

村の東方 5キロメ ートルのところに位置している。標高 16 3~1 6 7メー

トルのきわめて平坦な地形をもち、開発前は大部分が草原 と森林 とからなっ

ていた。面積は約 1.0 0 0ヘクタール にも及び、こ の地区の北側をメコン河

の支流ナムグム河が東西妬流れている。土壌は、そのほとんどが知沖積未熟

土如 (RecentAlluvial Immature Soil )で、ナムグム河及びその支

流妬 よって比較的新 らしく運搬された堆栢物を母材として発達 したものであ

る。この土壌は、さらに堤地土壌 (NaturalLevee Soil)と水成土壌

(Hydromorphic Soil )の 2つの土極亜群妃わかれるか、そのいずれも

か水稲栽培に適している。

クゴン地区にたいしては、 19 6 8年に、日本政府によるフィージビリ

ティ調査が実施された。ラオス政府は、ビェンチャン平原にあるいくつかの

開発可能地のうち、日 本政府妬よる技術囲力の対象となり うる具体的なプロ
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ジェクトとして、 ・ピェンチャンの北、 7 0キロメートルにあるポンホン地区

（約 2,0 0 0ヘククール）と、このクゴン地区の 2つをあげ、日本政府にた

いし協力を要請 した。日本政府はそれにこたえ踏査を行ない、その結果クゴ

ン地区が最適であると判断し、さらにクゴン地区妃ついて上記の フィージピ

リティ調査を実施 した。

本年 1月 25日から 2月 23日に至る 1カ月、私たちは日本政府農業開

発調査団員としてラオスに出張 し、 現地調査に従事 した。今回の調査は、さ

きに日本政府によって作成されたフィ、シビリティ報告書に示される作付体系

及びそれに関連する梨家経営収支の再検討を目的としたものである＾ 1968

年妬作成されたいわゆる当初計画では、雨期、乾期のいずれにも稲作を導入

することになっていた。言いかえれば、水稲の 2期作である。試算によれば、

2ヘククール規模の煤家で、中規模横椋を利用した炭業機械化体系の場合、

年間の粗収入は 1,5 4 6 ドルにのぼり、これから生産骰及び生計費を差し引

くと 1,1 6らドルが支払い能力 (Capacityto Pay ) (注 1)として残

ることにたっていた。 （注 1． 水利疫と貯蓄分）

ところで、 1 9 7 1年のはじめごろから、ラオス匠おいては米の価格が

暴翠した。安いクイ米の、ラオスヘの流入がその大きな原因といわれている。

ともかく、米価の低下匠よって、すでに入和していた 12戸のクゴン地区農

家の経営はいちじるしく阻害され、ひいては今後のクゴン地区農業開発計画

の実施さえも危ぶまれる事態にまでたち至った。稲の代わりに畑作物を導入

し、いわ ゆる作付作物の多様化をはかりながら収益を増大させることができ

ないだろうかというのが、その当時の現地における素朴な疑問であり、また

要望でもあった。ラオス政府の要請に基づき、さきにも述ぺたように、日本

政府は本年 1月から 2月にかけて調査団を現地に派遣し、この種問題の解決

に当らせた。

．
 

． 
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調査は、農業技術関係、煤業経済関係の 2つについて行なわれた。対象

地はもちろんクゴン地区で、それと同時にクゴン地区周辺地域及びピェンチ

ャン市にたいしても実施された。たにぶん調査期間が短かかったので、どち

らかといえば資科収集に調査の重点がおかれたが、予期以上に多数の資料が

入手できた n とくに、アメリカ 開発援助局で入手した資料の価値は特筆すぺ

きものである。ラオスヘの入国前と日本への帰路、バンコクに立ちょり、極

東経済委員会 (EC A F E)、メコン委員会、食糧農業機関バンコク地域事

務所においても各種資料を入手したが、これら資料も今回の調査報告書の取・りまとめにきわめて大きな役割を果している。

． 

ラオス国内における調査と並行して、今回は東北クイにまで足をのばし、

資料の収集などを行なった。東北クイは、ピェンチャン平原とは同一の経済

幽にぞくしていて、米価一つをとってみても 、東北クイはピェンチャン平原

と密接な関係をもっている。東北クイ妬は、約 10年ほど前、メコン河開発

調査の際に 3カ月ほど滞在したことがある。ヴェトナム戦争が本格的になる

以前の 19 6 1~6 2年であったが、その当時とくらぺると、東北クイは首

都バンコクと同様、見違えるほどの発展をとげている。都市及び道路はその

変化がとくに顕著で、極東で有数の米空軍甚地のあるウドンはもちろん、そ

の南忙あるコンケン、それ忙旧都サマンナコン忙しても、新しいビルが立ち

ならび、商活助も驚ろ＜ ほ ど活発になっていた。一方、道路妬ついても、｛幹

線道路はすぺて舗装され、平坦地区の直線部分は軍用機の緊急滑走賂にも利

用できるよう整備されていた。都市はともかく、道路妬ついては軍事的な観

点から整備されているのは明らかで、クイ政府の役人も道路の多くはアメリ

カの工兵隊により、アメリカの資金で建設されたと迩ぺていた。

東北クイヘの調査旅行は、前後 4日間かけて行なわれた。ピェンチャン

を朝、自動車で出発し、メコン河左岸のクドアでフェリーボートに乗りかえ
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メコン河を渡り、クイ領のノンカイからまた自動車で一路コンケンに赴いたn

コンケンで一泊し、翌斬、クイ国立稲作試験場を訪れ、そのあと、すぐ南に

あるクイ国立東北地域農業試験場を訪問した。東北地域農業試験場の連営は

アメリカのケンクッキー大学の援助をうけているとかで、施設もかなりよく、

また相当の試験成紙をあげているように見受けられた。この試験場に隣接し

地域種畜場があるが、そこでは牧草栽培にかんする試験が行なわれ、また多

数の豚や牛が飼育されていた。

コンケンからサコンナコンヘ向ぅ斡線道路の途中に、カラッンというま

ちがある。ここには FA0によって運営されているカラッンパイロットファ

ームがあり、稲をはじめ、らっかせい、大豆などの畑作物、そさい、牧草な

どにかんする栽培試験が行なわれていた。

カラ、ンンからサコンナコンに迪じる道辟は、かっては赤土の凹凸のはげ

しい山道であったが、今ではすっかり整備され、日 本でいうド ライプウ ェイ

に生れ変って いた。東北クイには今でもゲリラが出没するといわれるが、そ

うしたゲリラ地帯の中心をこの道路はサコ ンナコンに向って走っている。

．
 

東北タイでもその北部に位置するサコンナコ ンとウ ドンでは、とくに農

産物の移動状況、価格などについて調査 した。 物資の豊富さ、経済活動の活

発さはさき妬も述ぺたとおりであるが、ともか（東北クイの潜在的な力をま

ざまざと見せつけられたと同時に、ラオス、とくにピェンチャズ平原の経済

がいかに東北クイのそれの影響を強くうけているかが感じられた。クイの王

室かんがい局は東北クイの農地にたいするかんがい事業を積極的に推進して

いるが、それによる農業生産の向上が、ラオスに及ぽす有形無形の影極には、

はかり知れないものがあるといっても言いすぎではない。

．
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ピェンチャンに戻った私たちは、改めて東北クイのそれと比較しながらラ

オス農業の検討を行なった。国土面積は 23 6. 8 0 0平方キロメー トルにも

及んでいるが、耕作可能地はその約 7％に当 る 1.8 0 0, 0 0 0ヘククーiルで、

実際に耕作されている面積は、田畑あわせて 1,3 0 0, 0 0 0ヘククール程度

であるという。 農産物は主 として主穀である米で、 籾米として約 51万 トン、

そのほかはメ．イズ、棉、たば こ、コーヒー、そさいな どである。畜産はその

必要性が古くから唱えられているにもかかわらず、現在のところごく一部の

地区を除い、てはほとん ど未開発の状況にある。，水牛は耕作に利用されるので、

● その数はかなり多いといわれるが、信頼できる統計がえられないため正確に
は頭数の把振ができなかった。

ラオス人の 1人当り年間米消贄鵞は、約 17 0キロ グラム といわれる。こ

の数値をもとにラオスにおける米の需要量を試算すると 、 19 7 5年約 58.1

万ト ン、 1 9 8 0年約 66. 5万トン となる。一方、米の生産は、さき：ても述

べたとおり現在約 51万トン程度にすぎず、将来、かんがい施設が大規模に

整備され、増産がはかられない限り 、ラオスは米の慢性的不足妬引き続きお

びやかされることになる。

．
 

こうした米の不足に伴い、ラオスでは外国、すなわちクイから米を輸入

する。メコン委員会がまとめた 19 7 1年版の統計書によれば、食租の輸入

額は 19 7 0年には約 45億，キップ（注 2)で、 1 9 6 4年の約 15億キッ

プにくらべ約 3倍とな っている。このうち穀物は 19 7 0年には約 24億キ

ップで、 1 9 6 4年の約 10億キップにくらぺ 2.4倍となっている。

（注 2. 8 4 0キ ップ ＝ 1ドル）

多量の食糧が輪入されている 具体的な例と して、ここでピェンチャン市

の市場の状況を述ぺてみよう。どこの国を訪れても、その規模や種類に差は
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あるが、それぞれ特色をもった市場がある。私は、アジア、中近東、アフリ

力と数多くの国の市場をみてきたが、 ピェンチャン市のそれは、物資の豊富

さ、活発さといった点では最もすぐれた部類にぞくするものと感じられた。

しかし調査を続けてゆく うちに、市場で売られている商品の半ば以上が

クイからの輸入品で占められ、かつ販売された物資はそのほとんどがピェン

チャン市で消貴つ くされること、さらには高級品のほとんどは、ピェンチャ

ン在住の華僑をふくむ外国人向けのものであることが明らかとなってきた。

言いかえれば、ピェンチャンは生産地というよりもむしろ大消費地で、しか

も取扱い量のかなりの部分が外貨によってまかなわれているということであ

る。明方近くメコン河の岸辺に立つと、はるか彼方のクイ領から、米、そさ

い、肉類、たまごなどを満淑した数多くの小舟がラオス領に向かって進んで

くるという。

輸入品は、上に迩ぺた食程だけでない、工業製品のほ とんどすべては輸

入に依存する。輸出品は、錫、木材、コーヒなどごく僅かなものに限られ、

輸出額の涸入額にたいする割合は伽かに 10％程度にすぎな い。 輸入品は、

私たちが東北クイヘの調査旅行に出かけた際、メコン河をフェリーボートで

渡ったクドアの付近に陸揚げされ一路ピェンチャンに運ばれる。ラオスから

の輸出量はきわめて少ないので、クドア、ピェンチャン間の道路は、上り線

であるピェンチャンヘの路面はかなりのいたみをみせているが、下り線であ

るクドアヘの路面はほ とんどいたむことがないという。

．
 

．
 多数のが国人が、首都ピェンチャンをはじめとする国内とその近くの外

地に 居住 している。圧倒的に多数を占めるのは、華僑を除けばアメリカ人で、

その数は現在 3,0 0 0人とも 4,0 0人ともいわれている。これに次ぐのは、

やはり旧宗主国人であるフランス人である。フランス人の場合、アメリカ人
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とは異なり地方都市に住む割合がやや高いという。私と 話 しあったラオスの

ある高官は、半ばやゆ的に、アメリカ人はかねをばらまいたにすぎないが、

フランス人は偉大な文化をのこしてくれたと述ぺている。 短かい滞在では あ

ったけれども、 私 のみた限り、たしか妬アメリカはかなりのかねを ばら まい

た。しかし、その割にはさほど報いられなかったといってよい。それに引き

かえフランス人は、さ ほ どのかねを使わずにラオス人にどちらかと 言えば感

謝されている。

．
 

． 

人口 20万人とも 30万人ともいわれるピ ェンチャンの市内には、相当

な数の学校がある。外国から来てまず目妬つくのは、フランス系の学校であ

る。小学校、中学校などのほか、各種の学校があり、それにフランス文化セ

ンクーの施設がある。それらは、地道にフランスの文化や科学をラオス人に

伝承しているようだった。かってフランスが宗主国であ った時代妬は、ヴェ

トナムやカンボジアなどと異なり、ラオスではその国の人々に役立つことを

ほとんどしなかった。そのフランス人が、今ではアメリカ人の向うをはって、

地道妬そう した努力を続けているとのことである。学術書を例にとっ ても、

英語を話す外国人をふくむ人口の 割には、英語で書かれた学術書は、ビェン

チャンではほとんど入手できないといってよい。しかし、フランス語で書か

れたそれは市内の本屋で容易に入手できた。ラオスの上流家庭ではフランス

語を話し、ベリに旅することをパリに帰るともいうのだそうである。時の人、

ラオス首相プーマ氏は、ある 話の中で、フラ ＇ンスを呼んで「わが祖国」とい

ったと伝えられている。とにかく独立仮、30年ほど経追したというの妬、フ

ランス色の相変らず強い、それにしては悪い意味でフランス化されていない

国であった。

ピェンチャン平原は、約 2so,oooの人口をもっている。この国で最

も密度が高く、政治的、社会的に、また経済的に最も二重要な地城である。し

-7 -



かし、この平原における染業生産は、ラナス全土の場合と同様、こ の地城の

需要すらみたす ことがr=:Eきず、不足分はクイ国からの輸入に頼らざるをえな

＇い。ラオ ス政府は、 ピエンチャン乎原に開発の重点をおき 、実際の開発プロ

ジェクトとしてクゴン地区、、ンクンクィ地区、コ ックキ エン地区、ハドケオ

地区などを迭び関発を進めている。一方、アジア説発銀行も、近く、 ピエン

チャンの南方メコン河沿いの平坦地区を、院」発拠点としてとりあげ開発を進

める こと 匠なっている。

ところで、ここで問題となるのは 、ピエンチ ャン乎原は、全体としてい ~ 
かに開発されるぺきかといった点である。今までにもラオス開発妬かんする

報告書は数多 く刊行されているが、 ピェンチャン平原を、東北タイを含めた

一つの広域経済邸の一部としてとらえ、総合的忙生産、流通問距の検討を試

みたものはない。もちろん、クイとラオスはそれぞれが独立国であるから、

共通の生産計画がたてられることはありえないが、ピエン チャ ン平原の開発

を論じる歩合VCは、少な くとも 東北ク イにおけるすべての動きを とらえた上

で行なうことが必要である。そうした意味で、今回のクゴ ン地区開発計画の

検討vc当っては、 ごく短時間ではあったけれども 、実際に東北 クイの実情を

目で見、耳で聞いてその結果をできるだけ反影させるように した。

クゴン地区は、はじめに述べたとおり 、土壌は新沖積未熟土壌で、砂を

含む部分もあ るが、椋 して粘土質であ り、とくに現在 12戸の農家が入植し

ている部分は重粘土からなっている。クゴン地区に引きかえ、南部のメ コン

河沿いの ハドケ オ地区は、そのほと んどが砂壌士あるいは壌土からなり 、排

水はきわめてよく、 あらゆる作物の栽培に適 している。実際、ハドケオ忙あ

るイスラエルの援助に よる製場では、水稲はも ちろんメイズ、 らっかせい、

大豆、飼料作物、たばこ 、そさいな どが栽培され、しかもきゎめてよい成績

をあげていた。ここでは、最近と くに 話題 ．となっている作付作物の多様化が
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現に進行しつつあるといってよい。ラオスは近代的な市場組織に欠けるとは

いうものの 、クゴン地区に くらぺればこ このそれははるか妬恵まれている。

このたびの調査の結果として、タゴン地区では、 1 9 6 8年の当初計画で作

成された作付体系と原則的には共通の、雨期、乾期とも水稲作という作付体

系を導入することと した。言いかえれば、クゴ ン抽区のような士壊条件の、

しかも市場組織がまた全くといってよいほど未開発の地帯では、ここ 当分稲

作中心主義で進み、ハ ドヶォ地区の よう に砂質、排水状況のよい、 しかも市

場組織が比較的発達していると ころでは作付作物の多椋化をはかる。要す る

に、ピエンチ ャン平原のそれぞれの自然、社会 ・経済条件に基いて土地利用

計画を樹立する。

．
 

クゴン地区における雨期一水稲、乾期一水稲の 2回作は、原則的VC.は当

初計画匠おける作付体系 と同一であるが、このたびの計画では、かって採用

した多収穫品種である IR-8の代り VCIR-22あるいは IR-24をと

り入れ、さらに、ラオス晨民が常食と して いるもち稲を 1戸当り経営規模 2

ヘククールのうち雨期の 0.6ヘクタ_Jレにだけ、 自家飯米用と して栽培する。

稲作のほか、 もちろん土壊改良及び有初物補給のために緑肥栽培を行なうか、

そのほか自給用としてそさいも栽培する。しか し、稲作中心栽培であること

に変りはない。うるち稲と して IR-22あるいは IR-24を採用する こ

とは前忙も述ぺたが、クゴン地区では将来忙おける周辺の無かんがい地帯忙

たいする稲作技術普及のため、改艮在来品種、例えは、クイで開発された R

D-1、 RD- 3とい った品種についても、 IR-22などと並行して試験

的に栽培される こと 匠なる。

ところで、さき にも述ぺたよ う妬、クゴン地区では当初、改良多収穫品

穂 として IR-8の採用を計画した。そして実際にその品種を用いて稲作を

行なったところ、適期に必要な肥科が入手できない、農薬が手に入らないな
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どといった理由で、 目標 としていたヘク クール当り 5トン はおるか、 2トン

にもみたない収稜 しかえられなかった。さた、その味も現地の住民花な じま

ず、価格も安 く、結局失敗に終ったそうである。今回は、 IR-8よりもさ

らに改良された IR-2 2、あるいは IR-24を採用することを考えてい

るが、そのため花は肥料、農薬の供給を円滑に行なう必要がある。私はそう

した改良多収穫品種よりも 、現在の段階では、t しろタイで開発された改良

在来品種である RD-1や RD-3の利用を考えた方がよいと思う。収量は

たしかに IR系統の稲とくらべて少ないが、施肥量は少なくてすみ、かつ病

気にたいする抵抗性が強いという有利性がある。 しかも味もラオス、人に向い

ている。ラオス政府、と〈匠クゴ ン地区開発を担当する役所であるピエンチ

ャン平原開発庁は、少 しでも高い収穫がえられる品種の導入により、高い収

益をあげたいという観点から、 IR系統の品種の導入を強く希望した。ラオ

ス匠あるアメリカの開発援助局も、改良在来品種よりも IR系統の品種の採

用を強く勧告しているが、これは、一般的に言って、現在、ヴェトナム戦争

によってラオス忙流入した、おびただしい数の避難民にたいする食和を確保

しようという目的のためであるといえる。クイでは IR系統の品穂の採用を

数年前から拒否し、自国で開発 した奨励品種の普及忙つとめているが、ラオ

スの場合、そのような自固で開発 したものはなく、結局 IR系統品種など忙

頼らざるをえないこと匠なる。ラオス政府部内でも、 アメリカによる援助の

影響を強く受けている部局では、 IR系統品種を弥く指している。時には政

治的な動きすら屈じるほどである。

． 

．
 

ラオスでは、 2月 21日、 ヴェ トナム妬続いて政府軍とベテト ラオ軍と

の間で停戦協定が取立 した。 しか し、 その後 1カ月を経過するというのに、

局地的ではあるか小ぜり合いが続いている。ペテ トラオ軍は、ラ オス全土の

かなりの部分を掌握 しているのにたい し、 政府軍はピ エン チャ ン平原のほか

は、南のサバ ナケ ット、 タケク方面ですら点を砕保 して いるに過ぎない。広
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く知られている南の、農業開発の可能性がきわめて高い ポロゲン高原も 、ハ

テトラオ軍の占領下にある。 しかし完全に乎和が回復すれは、これら農業開

発可能地は積極的に開発されること VCなるものと期待されている。私の感じ

た限りでは、ラ オス政府は、こ うした閑発に日本の援助を強く望んでいるよ

うだった。

． 
（質問 ） 農業大学という のはカレッジか。

（答） カレッジである。ビエンチャンからクゴンにゆく途中の左側に土地

をひらき、そこ に校舎が建設されている。 恐ら くラオスで最初の農業大学に

なる と思う 。 ここ ではフラ ンス人の教師が教鞭をとることになっている。数

年後にはその卒業生が実除忙社会に貢献する こと 妬な るものと期待されてい

る。

．
 

（質問） アメリカによる援助は何佑ぐらいか。

（答 ） 外国援助の 80 %ぐらいを占めて いる。ラオ ス忙たいする外国援助

はきわめて大きいが、実妬その 80 %がアメリカによるもので、アメリカ が

いか侭ラオスを重祝していたかがわかる。ヴェトナム戦争が終りに近っく vc

従って、こうした援助は次第忙減少するといわれるが、 挙実、アメリカ の一

般の人はすでに引き 裕げはじめている。 さき 忙述ぺた農業大学のすこし北匠

広大なアメリカ人のキャムプがあるが、その一部はすでに無人化 していると

もいわれている。

（質問 ） ポロペン高原では畜産はどういう状況忙なっているか。

（答） 青年協力隊員が数名各現地妬いて協力しているとはきいたが、現地

の事情は明らかでない。
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クゴン地区農地の造成について

（質問） 農地の V ペリ ングは、誰がどのように してやっ ているか。

（答 ） クゴ ン地区の場合、実施設計書は日本政府が作成した。農地の造成

は、その実施設計書に基つき 、アジア開発銀行の融資をう けてラ オス政府が

実施 している。

（質問 ） 計画は言担がやったのか。

（答） さき忙も述ぺたとおり 、日本政府がフィジピリティ調査を行ない、

さらに実施設計調壺を行なった。また、工事にたいする融資を行な うと いう

前捉で、アジア開発銀行が調査を行なっ て、クゴン地区開発は技術的にも経

済的('Cも可能 であるという評価を下 した。

（質問） レベリングする場合、 プルドーザで削りとるのか。

（答） もとの地形に応 じ切り盛りの工事をする。 それは設計書に示されて

いるとおりである。現在 12戸の農家が入植 し耕作を行なっている部分は、

どちらかとい えば切り盛りの工事か多いよう忙みうけられた。

． 

．
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付図 開発計画地区の要図
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付表1.

面積

人口（推定）

増加率

乎方キロメートル当り

ラオスに関する基礎デーク

2 3 6.8 0 0平方キロ (91, 0 0 0平方マイル）

2 8 0万人

2. 4 % 

1 2人
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国民総生産 （19 6 5) 

GDP  

1人当り

1. 6 7 5. 0 0 0, 0 0 0ドル

6 5ドル

財 政 (10億キップ）

1963/64 1964/65 1965/66 1966/67 1967/68 1968/69 1969/70 

収入 1. 6 

支出 6. 1 

差ー4.5

生計喪指数

｝レアンプラバン

ピェンチャン

サパナケット

4.7 

1 0.3 

-5.6 

4.7 

1 4.4 

-9. 7 

1.9 6 5 

1 3 6 

1 1 3 

9 2 

6.4 

1 5.3 

-8. 9 

1 9 6 6 

1 5 0 

1 2 9 

1 2 0 

7. 3 

1 6.0 

-8.7 

1 9 6 7 

1 6 3 

1 3 9 

1 2 0 

7. 0 

1 6.8 

-9. 8 

1 9 6 8 

1 7 2 

1 4 6 

1 2 9 

8.5 

1 7. 3 

-8.8 

1 9 6 9 

1 7 5 

1 5 0 

1 4 5 

．
 

外固突易 (10 0万キップ）

1?62 1963 1964 1965 1966 1967 1968 1969•9 月まで

柏出 62 57 213 240 358 1,065 1,638 1,066 ． 
稔入 1,930 2~23 6.064 7,893 10,037 11,796 12878 

差 -1,868 -2266 -5,811 -7,658 -9,7 29-1 0,73 1-1 1,24 0 

（注） 差額は国際的援助匠よって埋め合わされている。
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付表 3. 主作物の耕作面積 （単位ヘククール）

．
 

： 1 9 6 8 1 9 6 9 1 9 7 0 1 9 7 1 

米 9 6 0,0 0 0 6 6 4,7 7 3 6 6 4, 6 9 3 6 6 5,0 0 0 

め い ず 38,000 38,000 3 5,0 0 0 35,000 

棉 6. 1 0 0 6.0 0 0 6,000 6.0 0 0 

た ば こ 6.2 0 0 6.0 0 0 6.0 0 0 6、50 0 

コーヒー 6. 1 0 0 6.1 0 0 6.0 2 0 

そ さ い 1, 1 5 0 1,180 1,180 

・付表 4. 主作物の生産量 （単位 トン）

．
 

こ 1 9 6 8 1 9 6 9 1 9 7 0 1 9 7 1 

米（精米） 513,845 5 3 6、91 0 5 4 1, 8 3 0 507,418 

め い ず 23,000 2 6.0 0 0 28,000 28,000 

棉 2,5 DD 2,7 DD 3,000 3,320 

た ば こ 4,000 3.8 DD 3,8 DD 3,800 

コーヒー 3、50 0 3,450 3,2 0 0 2,8 0 0 

そ さ い 18,500 19.200 19.500 

付表 5 米の輸入鉦 （単位 トン）

： 1 9 6 7 1 9 6 8 1 9 6 9 1 9 7 0 

商 業 輸 入 39,170 3 1, 7 2 0 19,280 3 1, 2 8 0 

誰民救魯のための援 4 8,8 1 0 29,270 2 3,4 7 0 3 5.2 8 0 助を目 とした輸入

計 87,980 60,990 4 2,7 5 0 6 6.5 6 0 
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付表 6. 家蓄頭数

： 1 9 6 0 1 9 7 0 

水 牛 5 9 4, 0 0 0 398,000 

牛 329,000 2 8 0, 0 0 0 

豚 7 5 1, 0 0 0 5 2 2, 0 0 0 

忙わとり 8, 0 9 0, 0 0 0 2, 7 6 0, 0 0 0 

付表 7. 輸 入 額 （単位 10 0万キップ）

： 1964 1965 1966 19 67 1968 1969 1970 
食 租 1,475 1,705 3,433 3.564 3,503 4,530 4511 

（穀物及び穀類加工品） (9 77) (1, 0 8 0) (2/:, 8 9) (27 0 5) (23 5 1) (3,0 9 7) (2,4 2 5) 

石油生産物 833 1,056 1,370 2249 1,090 2579 6.166 

化 子｝ 薬 ロロロ 371 4 37 449 450 730 1,316 2,116 

絨 維 品 569 677 482 389 455 919 1,170 

機 械 類 540 731 848 821 1,446 1,952 2875 

輸 送 機 器 685 786 1,312 1,510 1,683 1,607 2279 

そ の 他 1,213 1,609 1,206 1,830 2";;84 5D98 5,972 

．
 

．
 （注） 1 9 6 9年末までは、 40 0キップ＝ 1ドル、それ以後は

6 0 0キップ＝ 1ドルとして換算する。
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付表 8. 輸 出 額 （単位 10 0万キップ）

．
 

こ 1 9 6 4 1 9 6 5 1 9 6 6 1 9 6 7 1 9 6 8 1 9 6 9 1 9 7 0 

錫 1 6 5.7 1 4 7. 2 2 2 2.4 49.7.6 8 0 6. 1 5 5 5.1 6 1 6. 4 

材 木 1 2.7 1 9. 1 3 8.1 3 3 2.4 3 8 4.3 3 7 6.5 4 0 1. 5 

コ ー ヒー 1 5. 1 1 1. 1 5 3. 7 1 6 0.4 1 0 8. 4 7 5.8 8 8.6 

スバイス 3.0 1. 2 1 5.4 1 0. 6 5.0 4.8 2.8 

安 息 香 0.5 2 6.8 1 6.9 2 4.4 3.8 0.2 

ワ 二 ス 0.2 0.2 0.2 0.1 

皮 革 1. 4 1. 0 3.7 4.9 8.3 1 6. 1 

（注 ） 換算率は上と 同じ。

．
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雫亀

／
 

南ベトナ Kの農場経営の体験から

． 

C。P‘．専門家 岡‘本寛太
，，， 

ヴ・ェトナムを語る前に、まず、ヴェトナムの歴史、実情を紹介したい。

それと言うのは、知識に対し多分に、自意識過親の日本人は、日常生活の中

にあるぺきヴェトナムの事でさえ、マスコミの商業的記事をうのみにし、一

方的に創り上げられたヴェトナムを、あれこれ論じ合っている事実に限り無

い不快の念を持つとともに、情報の廣力が意のま刈て人々をコントロールす

る様忙、深い憤りわ感じるからである。

また、ヴェトナム戦争が余り妬も氷く世界の焦点となっているが、これ

から開発途上国に赴き、一粒の種を播こうとする方々妬、どうしてもさけら

れない共迪の問題が、内在していると思うからでもある。

正しい認識の上に、現実の姿を直視し、主義、主張を越えた農業指導を

行う 事で、腹民に明日への新 しい力を貯えさすのが、我々の使命だと思う。

私はここで、二年余りのヴェトナム滞在中に知り得たモノを、そのまま

紹介 したいと思って筆をとるものである。

．
 

ペトナムの土地と民族

1. 面積、約 33 0千血2、このうち南ペトナムの面積は約 17 1千Km2で北海

道の約 2倍強に当る。

2. 気候、アジアモンスーン地帯に属し、 5月から 10月は南西の季節風が

雨をもたらし、雨期となり、 11月から 4月までは、中国大陸からの季節

風が乾期をもたらす。

メコンデルクを中心とした南部は典型的なモンスーン地帯で、 5月から

1 0月までの雨期は一椋に暑いが、 11月から 4月のうち、 1 1月から 2月

は乾燥しているばかりでなく、涼しくてもっともしのぎやすいのに比ぺ、 3
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月と 4月は乾燥はしているが暑く、もっともすごしにくい時候である。

（付表 1．参照）

3. 人口、南ヴェトナムの人口、 1 4, 2 7 5. 3 0 0人（人口密度 83人）、

北ヴェトナ ムの人口、 1 5. 9 1'6, 9.5. 3人（人口密度 11 2人）

4. 住民、全人口の 90％はヴェトナム人であり、残りの 10,7Jiはアンナン

山脈に住むモイ族（プロト ・イ ンドネシア系の先住民族） 、 トンキン山岳

部に住むクィ族、マン族、ノン族、メ オ族、 ト一族、 ロロ族、中部ヴェト

ナムから南部l疋ひっそ くしているチャム人、メコンデルタ忙住むカンポジ

ア人、及び華僑の各種少数民族からなる。 (1 9 6 2年の統計によれば、

クイ族 35万人、マン族 10万人、 メオ族 8万人、 カンボジア人 60万人、

華僑 10 8万人）

ヴェトナム人の起源忙関してはっきり分別されていないが、おそらく 、

援子江の南、 浙江省の北部匠 あった呉越同舟といわれる越の国が、西暦前四

世紀に楚によって涙されて南方に四散し、その一部が広東、広西地方を経て、

西暦前三世紀の末頃、 トンキン地方忙移住してきたものが大宗であるといわ

れている。

ヴェトナム民族はその後 20 0年i旬化、 トンキン地方のモイ族を山地に

追い上げ、 25 0 0キロメートルといわれるヴェトナムの海岸忙沿って、驚

くぺき速度で南下し、中部海岸忙ヒンズー文化の国をつくっていたチャム族

を破り 、さ らに、その南のクメール王国の版函を蚕食してインドンナ半島の

最南端カマオ岬匠まで進出 した。

私の生活した中部高原一帯はモイ族が住んでおり 、 5 0 0~1, 5 0 0メ

ートルの地帯に生活し、完全な焼畑（移動 ）農業で、主食は米（陸稲）、副

食として野草、烏獣、果物、魚貝類等の狩猟、採取の生活で、部族（首長）

を中心とした集団である。

裸に近く、女性上位で、結婚は女が男を姿る事であり、母系家族である。

ヴェトナム人ですら現在母系家族である。ヵヵァ天下が多く、この点大いに
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日本との共通点が認められる。

モイ族の食事は質素で、ほとんどがカュ状にして食べる。一度、首長の

宅に招待を受け、 ご馳走になった事があるが、私の煤褐内の用水池で猜った

オタマジャク シがスープとして供された時は、 さすがに閉口した。

耕作は年 1回で雨期を利用した栽培である。稲の品項は不明であるが、

香 りが良く、粘質である 単 を考えれば、 ヴェ トナムでは「タン ノン」（ 神燥

米）と呼ばれている一種と思われる。反当り 10 0キロ前後の収戴と思われ

る。大体、一家族当り1.5~3反位の耕作面積である。イモチ病、 ウンカ 類、

イナゴ等々、病害虫の多発はいちじるしい。

また、華僑はサイゴン市内の、シ ョロ ン地区妬密集 し、その数 10 0万

人余りと云われており、全経済を握っているといっても過言ではない。もと

もと華僑は米の売買で発巷してきただけ て、疫采方面もフランス人経営のゴ

ム、 コーヒーを除き、 展産物流迪部門匹は全部華僑が介在している。 商工業

部門は云うに及ばず。

5. 言諾、ヴェトナム語は単椴語で六声を有するが、 ヴェ トナム民族と同板

忙、多くの外国の要素がとり入れられ七混成語である。越の国の方言と、

クイ族の方言、 モン ・クメール語、 中国語が混入したものである。ヴェト

ナム語は 17世紀まで漢字で書かれていた。 10 0 0年忙亘り中国の支配

を受けたのでヴェトナム語は中国語の影響が大きい。

例えば、 y-8テ（イーツィ ）（医師J、 f -Kien （イーキィェン）

［意見 J、 在ien-Khi（ディエンキ） ［竃気 J、 ngoai―quoc （コえァィクォク）

［ 外国） 、 釦~ （アイ ）［愛 〕、 ket-hon (ケッホン） ［ 結婚J 、 quoc—

ngu (クォックグゥ）［国語J、 nong-phu(ノンフー） ［農夫J、 PHi-co 

（フィーコ） ［飛行被 〕

ほかに多 くの例があるが、 中国語→ ヴェトナ ム語→ 日本語と共通する文

字の多いのに驚 く。
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ペトナム略史

1. 伝説時代（西暦前 20 8年まで ．）

伝説忙よれば、中国の神農の子孫が錫子江以南からトンキン地方匠わた

る地域にプンラン王国を建てた。この王国は 1,5 0 0年つつ・いたのち、西暦

前 3世紀に隣国の王子ハン匹祓ぼされ、ハン王子の実力者、中国人チャウダ

が実権を握る。

2. 中国の支配（西暦前 11 1年から西暦 93 9年までの 10 5 0年間）

チャウダは秦の始皇帝の死後、中国が無政府状態妬おちいったとき 、秦

から独立し、広東、広西地方からトンキン・デルタ地方までを征服し、越南 ~ 
王国を建てた。やがて中国妬前換が興り 、越南王国は武帝によっ て減された

（西暦前 11 1年）。以後、呉権が南漢軍をバクダン江に破って国号を同じ

（越南と称し、名実ともに中国の支配から脱するまで (93 9年）、ヴェト

ナム（北部ヴェトナム）は 10 5 0年間中国の支配下にあった。

3. 前渓の支配時代（西磨前 20 9から西暦後 42年 ）

末期忙チュ ン・チャク ・チュン・ニ、の二姉妹が反乱を起し、短期間中

国の勢力を駆遂したが、結局漢の大軍に敗れた。今でも旧暦 2月 6日にはハ

ィ・パ・チュン（チュン姉妹祭）が催される。

余談だがサイゴン市内にもハイ ・バ・チュン通りがあり 、市内中央部に

はこの迪りに面 し、 彼女等を祭る大きい寺院があり、 1年中滅香の絶える事

が無い。ヴェトナム人にとっては、家内安全、厄災除け、健康、子宝のお守

り、縁結びの神 としてその御利益は大きいと信心する人は今でも 多い。

4. 後漢の支配時代 (43年～ 22 0年）

中国の文物かヴェトナム人社会匠浸透し、中国の官史に登用されるヴェ

トナム人も出て来た。ヴェトナム族の南に居住していたチャム族は、中国の

支配から脱して独立し、チャンベ王国を建て、 しだいに興隆していった。科

許の試験に向 うヴェトナム人の姿は、伝統工芸として残 っているうるし塗り

の器、机、びようぶ等に多く描かれている。
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また、チ ャン ベ王国は中部海岸地帯妬栄えたもので現在でも ファンラン

市、ニ ャチャン市、ニ ンホァ町等の各地妬当時栄えていた建物の遺跡が多 く

残っている。 ヴェ トナムの中にあって、 ヒンズー文化を強 く受けて栄えた唯

ーのこの王国は、独特の文化を形成し、現在もその子孫はヴェ トナム社会の

中妬あっ て、 風俗、習惧、 言語等、 まった く異り 、農耕生活を紬々と営んで

いる。

5. 唐の支配時代 (61 8年から 90 5年）

阿倍仲磨呂が数年間安南都設としてトンキン匹在勁し、 「天の原ふりさ

けみれば春日なる、三笠の山に出でし月かも。」という望郷の歌を詠んだこ

とは有名である。

雲南省西北に興ったクイ族は一時 (86 0年から 86 6年）ハノイを占

領 した。このクイ族はのちに元妬追われて南下し、現在のクイ国の基礎をつ

くること忙なるのである。

ヴェ トナム と日本はすでにこの頃から交易があったようで、阿倍仲磨呂

の存否は今だに多くの疑問が残っているようだが、 中部、北部地帯での伝説、

日本人遺跡等から考えると納得が出来る 。現在でも、ツーラン（現在のダナ

ン）近郊に昔日本人街が存在 していた事が確認される。これは山田長政時代

であろうから年代としては新しいが、 日本人橋も現存し、サイゴン市にある

国立博物館の中化、一部屋、当時の遺物である、書画、刀剣、古践、衣服等

が凍列されており 、 しみじみとヴェ トナムとも永い「かかわり」を持って V

たものと痛慇 した。

6.民族独立

9 3 9年、呉確か中国の支配から初めて独立して越南国 （呉王JjlJj)を建

国。 1 2 5 7年から 87年、 3回たわたって蒙古軍の来襲をうけたが、民族

の英雄、陳興逍 （チ ャン ・ホン ・ダオ ）将軍の率いるヴェ トナム軍は強靱な

抵抗を発揮 して、こ れを撃退した。

1 4 1 4年から 27年、明朝の支配を受ける。
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1 4 7 0年、千余年（疋わたってヴェトナム民族を苦しめてきたチャンペ

王国も、黎利（レ・ロイ）朝の時代、この王朝に徹底的に敗れ、チャンベ族

は四散し、ヴェトナム民族に対し事を構える力を失った。

1 6 5 7年、 黎朝末期の実枠は、 ドンホイ地方を境として、北は知氏、

南は肛氏 （バオダイ帝の先祖）の掌中に帰した。洗氏はチャンペ王国の残土

を併合して更に南下し、コーチ、ンナのカンボ ジア人を追つ て、現在のヴェト

ナム・カンボジア国墳まで進出した。

1 7 0 0年頃妬なりョーロッベ人宣教師が度来、ヴェトナムもキリスト

教の洗礼を受ける。ま た、ポルトガル、 オランダ、イギリスの 商人が鉄砲を

もたらす。

1 8 0 6年、 P元涸映は仏軍、シャム軍の援助を受け、サイゴン、ユ工、

，，ヽノイをおとしいれ、内乱で実権を握っていた西山党を戚し、ヴェトナム史

上初めて、中国からカンホ•、ジア妬わたる全ヴェトナムを統一し、渚朝の封冊

を得て安南国王を宣した。

1 8 5 8年、スペイン宜教師処刑を契被としてフランスは武力侵略を開

始、 ダナン ・サ イゴン・ ハノイを占領。

1 8 7 6年、和乎条約でコーチシナ 6省を仏領とする。

1 8 8 3年、保護条約を結び安南王国を保護国とする。

1 8 8 7年、フランスはコーチシナ、 トンキン、アンナン、カンボジア

を併せて仏領インドンナ連邦をつくり、総督府をハノイに置き実質上植民地

となった。

1 9 3 0年、 2月、香港にてインドジナ共産党結成（現在のヴェトナム

労働党）

1 9 4 0年、フランスはドイツに敗れる。また、日本軍は北部仏印匹進

駐。

1 9 4 1年 5月、中国広西省柳州たおいて、 新越南党、革命青年連盟、

越南国民党など左右の団体が会合、ホー ・チー・ミンを盟主とする越南独立
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同盟（ヴェトミン＝越盟）が設立。このヴェトミンが現在の北ヴェトナム共

産権の母体となった。

1 9 4 5年 3月、 日本軍による仏印軍の武装解除。

同年 8月 15日、 日本敗戦。 8月 19日、ヴ ェ トミン無血クーデク ーを

断行、ハノイ占領。 9月 2日、ヴェ トナム 民主共和国臨時政府を樹立し、つ

ついて独立を宣言。

1 9 4 6年 12月、 7年 7ヶ月に及ぶ、イン ドシナ戦争に突入、ハノイ

にて仏軍 と正面衝突。

● ~ 9 4 9年 3月、 フランス のよう立したバオダイ帝、ヴ ェトナム国元首に就
任。仏連合に よる独立承認。

1 9 5 0年 1月、中共、 ソ連などの共産曲諸国がホー政権を承認、かく

て国際的忙承認された 2つの政府が存在することとなった。 2月、 第 1回米

軍吻資サイゴ ン到着。 8月、米国直事援助団要員が着任。

• 1 9 5 4年 4月、ジュネ＿プ会議開催、米、英、仏、ソ、 中、北ヴェ ト

ナム、 南ヴェ トナム、 カンボ ・ジア、 ラオスの各国が参加。 5月 7日、仏箪、

ピェンディ エン フー妬おいて決定的敗北をうける。 7月、ジュネープ協定成

立。

．
 

1 9 5 5年 9月、北ヴェトナムは、 ヴェ トナム再統一実現のための国民

各層の団結を目的とする、 ヴェ トナム祖国戟線を結成。 10月、バオ ダイ帝

を追放、ゴ首相大統領（て就任。

1 9 5 6年、ジ ュネープ会議最終共同宣言第七項による、南北再統一の

ための統ー選挙を南ヴェ トナム 拒否。 この間南ヴェ トナム 内侭おいて、要人

妬対するテロ行為活発。

1 9 6 0年 9月、北ヴェトナム労働党第 3回党大会で、南ヴェトナムの

ディエム、米体制からの解放にあることを決定、南ヴェトナム内にあるゲリ

ラ活動を助成 し、ゴー政権の打倒を函るぺく方針変更。 12月 20日、 南ヴ

エトナム民族解放戦線 (NL F、)を発足。
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1 9 6 5年、北爆開始、米軍本枠的軍事介入 と共に戦闘部隊を投入。そ

の後、 ヴェ トナム戦争は、拡大、混迷を続けた事は、 ご承知の通 りである。

南ヴエトナムの現状

南ヴェ トナム共和国は、国土総面珀 1,7 0 0万ヘクク ール余の内、耕地

は約 6分の 1(3 0 0万ヘクク ール ）で、残 りは森林、未開地、湿地等であ

る。これはあくまで統計上であり 、戦争の影響を受けて耕地面壊は大き く減

っているはずである。耕地面稽の内 6分の 5(ICは稲作が、残りの 6分の 1に

は畑作物、工芸作物、果樹、油料作物等が栽培されている。 （付表 2参照 ）

巖業就業人口は、全人口（ 1,6 2 5万人）の 75％余りでありながら、

生産の伸び率は年 2.7 %と低い。しかし、 これも戦争の影孵で若年屈の就業

者のほとんどが兵符の義務を受けており 、実際の農作業は老年層及び婦女子

が主体である。また、現在、 50 0万ヘククールに及ぶ未利用耕地を残して

いるので、今後、燐業立国とし て国内農産物 自給はもとより 、翰出農産物の

開発を行う事尻より 、戦争難民、退役軍人等の再就域の道も開け、国民の生

活向上、民生の安定の課題も明るい見通しが立つのではないかと思う。

1 9 6 5年以来、地方 より都市集中 （人口） の傾向が強く 、サイ ゴン市

を例花とっ ても、 1 9 6 5年 28 0万人であったのが、 1 9 7 0年には 400

万人忙達する程の急激な人口移動があり 、 しかも現在も進行中である。近年

の南ヴェ トナムの人 口増加率は 2.8％である 。

1 9 6 5年から 70年度までの年1B1平均物ii曲は毎年 45. 5 oJ;の上昇率で

ある。持に都市生活者にとって、食生活妬支庫をきたし、新鮮な野菜、肉等

の供給不足と高騰で、市民のほとんどが満足な栄接状態ではない。

（付表 3．参照 ）

．
 

． 

南ヴエトナムの器業事情

ヴェ トナム が世界で も有数の農莱適地であ る事は、多 くの調五、実禎で
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知られている。全国的にみて、低地であるメコンデルク地帯、中部や北部の

▼ 高原で肥沃な冷涼地帯、中部海岸の乾燥地帯、と大別され、非常に変化忙富

んだ生産地を形成している。

メコンデルタ地帯は北海道の面壻より広く、ヒマラャ山系を源としたメ

コン川は、デルク地帯の農民匹底知れぬ恩恩を与えている。 9、 1 0、 1 1 

月の増水期を利用して、稲作を中心妬果樹、豆類、檬維作物のほか多くの農

． 

．
 

作物の宝庫となっている。

しかも、メコンデルク地帯の人口は全人口の 80％を占めている。また

そのほとんどが農民である。メコン河及びその支流や連河化そって耕地、農

村が発逹しているが、現在のメコン地帯の運河はそのほとんどがフランス植

民地時代にフランスが大規模妬開発したものである。今はこの地帯での交追、

運搬の主役たなっている。

各作物ともほとんど燕肥科、無消毒で栽培されている。しかし、米国の

憐業援助によって、肥科、農薬、農業隈械、種子等の葦が年々噌え、炭村の

リーダーを直接サイゴンに集め、使用法を教育し (2週間から 3カ月）農村

で第一線の普及員として活動させているが、いぜんとして特定農家を除けば、

ほとんどが無消毒、喋肥料である。

耕起は水牛が主役である。しかしこれもアメリカの援助で耕転椒、 トラ

ククーに変りつつあるが、まだこれらの普及率は 10％弱である。

稲作は移植法を主にした栽培法忙よっている。刈取りは中刈り法、脱こ

くは棒を横妬 2本わたしたもの匹たたきつける方法である。 一期作である。

田植後、除草 1回位で収悛まで特別な管理は施さない。水もメコンの増水期

を利用したもので、特妬水の確保といった問幽も大体において見当らなかっ

た。

在来種は反当り 3~4俵（玄米 18 0~2 4 0キロ） 程 であるが、 5年

程前から、 IR系統の品種が導入され、中部海岸地帯からメコンデルク一帯

にかけて普及しはじめている。この普及匹は直接、フィリビンの技術者が指
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導に当っていた。成績は非常に良く、反当り _40 0キロから 6o o.,キロの収

稜であった。しかし、もともと豊かに育ったヴェトナム人には不評である。

IR系統は籾米の除、小割れする欠点と味が淡白なので、輪出ー及び華儒売渡

し用としてのみ栽培され、 自家用、としては別に在来種を栽培している農家が

ほとんどだった。

メコン地帯での稲作は一期作が主だが、これは一股的にみた場合で、年

蘭栽培も行われている。 特た水の便利な地帯はそうである。

苗代も技術的妬特匠目新しい点は如 く、 5 0センチ程伸びた苗を使い、

頭部 3分 1は切り捨てて植える。高温なので植いたみはひどく、植えた苗は

りったん茎 ・葉とも全部枯れ、新し く芽を出して成長を始める。

病害虫の点では、イモ チ病と ウンカ類が考しかった。これとて防除法は

無 くほったらかしである。しかし、在来痙匹ついては、 病害虫の多発は余り

見かけていない。むしろ IR系統に多く発生を見たが、実情の調査は十分

（てしていない。

メコンデルタは現在の戦争の影怨を受けず、現在のままで本格的妬稲作

の栽培を行うとすれば、年間一億人分の米の生産は容品であると FAOの専

問家の報告にある通り、恐しく 稲作に適した地帯である。皮肉なもので、こ

れ程適した地帯でありながら 19 7 0年までは、ヴェトナムは米の輸入国で

あったのである。 （付表 4．参照）

他の作物として工芸作物、椒維作物及び熱帯果嗚があるが、省略したい。

但し乾助を利用したこれらの作物は、出発如何l疋よっては輪出農産物の基地

となる事は疑う余地が無い。

また、最近急速にメコン地帯で畜産（養豚、養鶏）が普及している事に

注目される。しかも、施設利用の畜産専莱殷家が出現している。この点、飼

科の確保、運搬、防疫手段が簡単である事からうなずけるが、この部門もこ

れから大きく伸びてくるだろう。

デルク地帯から高原に移る一帝が ゴム栽培地帯である。統計でもわかる
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通り、十万町歩余りの面積で、現在唯一の輸出股産物であ、り．（付表 2、 5、

6参照 ）戦争で制約を 受けながらも生産は続けられている。こ¢)ゴム のほと

んどが日本へ輸出されている。しかし、ゴムのプランテーツヨンは、 ヴェト

ナム独立後もフランス人の手にあり、フランス人匹よりすぺて経営されてい

る。私も再三ゴム園を訪れたが、百年程前から現在まで長期展望のもとでの

植林、開発計画のすばらしさに厳いた。・ゴム園内は完全妬一つの社会で、労

働者の村から学校、病院、教会すべてフ ランス人経営者が造り 、労1吏一体と

．なって生産侭励んでいた。

中部高原地帝であるが、まずコーヒー、茶、の栽培を認めざるを得ない。

コーヒー、茶ともにゴム同様フランス人経営がほとんどで、その内、華1喬と

零細なヴェトナム農家が含まれるが、数字の上では問趙侭ならない。

（付表2、 5、 6参照）

フランス人経営の系、コーヒーはほとんど啜様を導入し、耕起、施肥、

灌水、乾森、とすぺて隈械で、収穫だけを山岳民族が受け持っている。 生産

されたコーヒーは国内消費がほとんどだが、諭出の大部分はフランスヘ送ら

れている。また、茶はリプトン紅茶としてイギリスヘ送られている。カンボ

ジアが平静で、友好喝係にあった時代匠は、綸出の大部分はウーロン茶とし

てカンボ 、シ アヘ送られていた。

私の農場の近く夜、コーヒーと茶のプランテーション（巌大規模の茶速

は面積千呵歩）があったので、艮く調食する事が出来た。茶摘が終ると降雨

があるか、灌水するかすれば、同じ街から二週間俊には収穫が出来るまでに

成育していたの『」は謡いた。だから、近くの茶園では一年中収穫を行ってい

た。

高原地帯は緩傾針の山地で、疎林及び原野の占る割合が高 く、今後畜産

閑発の場として大き く発展する事と思う。すでに、プレイク、バーメイトッ

トの両市では乳牛、肉牛の産地開発計画が具体化していたので和平俊直ちに

実行される事と思う。

-5 1 -



また、裁菜、花井共に巖適地で、／熱帝、亜熱帯、湿帝の作物が栽培でき、

幅広い開発が可fiちできる。この事は後で述べる事にする。 ＂ 
最近急速に普及され始めたのが養蚕である。ヴェトナムでは千年の歴史

があ ると 云われ細々と営んでいたが、 好立地条件と近代技術による革新とで

将来、お茶に変る産業忙た る事 と思う。これは日本人技師勝又博さんととも

忙、現在現地で活躍中の東京農大出身、中村氏の力は限りなく大きく 、たか

く評価されてよい。

中部海岸地帯（乾燥地帯）は 植民地時代（re.は、綿花とさとうきびの産地

で知られていた。今はそのどちらも消戚しているが、乾燥地帯 といっても、

土壌は肥沃で保水性があり（沖積層） 、灌漑施設さえ完備すれば飛躍的忙生

産は伸び、嘩出器産物の主流になる事は確かである。現在、 日本政府の賠償

で造られたダ ニム・ ダム（出力30万キロワット）の1吏用済みの水を灌漑用

として 再利用する 計画があり 、現に 用水路建設の為の測輩も終り、 工事着工

待ちの段階であ る。これが完成する と、この海岸地帯で大規模産地造 りが可

能忙なる。

しかし現在、特に 摘記する程の器産物は無い。た だ、ヴェトナムが雨期

の時期忙、野菜供給不足になるが、その時期忙雨期の彩響を受けないこの一

帯での野菜が直宝が られている程度侭す叙な い。また、工芸椒維作物地帯と

しての将来は有迫である。薔産で粗放な肉牛飼育が行われているがこれも規

模は小さい。製塩業 も盛んである。

以上、大ざっ ば妬ヴェトナ ムの晨業事情を述ぺてきたが、つぎ匠私の中

部高原での 2年間の生活を通 してみた、疏菜を中心とした技術的、経営的問

題点を述ぺておきたい。

野菜栽培の問題点

ヴェトナム全城、特に中部品原が農茉に 適している事は 再三迩ぺてきた

が、実除栽培となると問題は多い。私が晨場で経鹸した事であるが、晨場周
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辺ではトマト、西瓜、ジャガイモは絶対出来ないと村人の間では信じられて

いた。

しかし、ヴェ トナムヘ行って 2ヶ月目に農喘に入ったのだが、 1週間程

生活してみて、 栽培不可能の原因が見当らず、私自身内心必ず成功するとい

う確信を持つ事が出来たので、 さっそくその三種類を栽培してみた。その結

果、三種とも立派な収穫を得たのである。原因は、スイカ侭ついてはウリバ

ェ、 種パエの害、ウ イルス病、 であり 、 ジャガ イモは青枯病、 トマ トは尻腐

病、 バイラス病が1原因し ていたの である。

問組は環境でな く、ただ病害虫だ った。現在この三種埠の野菜は都市で

一番高 く取り引きされているので、一番の関心事でもあったようであり、ま

たはるばる日本から来た技術者の廊試しをされたのでもあった。 （付表 7．参

照 ）栽培上、 自然条件には何の問距も無い。也ーし乾期、雨期の制約は受ける。

野菜類が高価たため、高原一帯では非常忙その栽培熱は高いが 、 技術

水準が低いので伸び脳んでいるのが現吠である。特に病害虫がいちじるし く

発生するので、無消雷栽培は考えられず、 翡薬を使用するとなると 、その1吏

用法で農民は制約を受ける。しか し、中部高原の中心都市、 ダラッ ト市周辺

の疏菜園芸森家はその中でも巽例であるので紹介した い。 フランス 稲民地時

代の避箸地でもあり、 彼器への新陣野菜の供給地でも あったこの都市周辺は、

その当時からの栽培技術が残り（当初は フラ ンス人自身が栽培していたとの

事 ）受け謎がれており 、かなり高水準,1:達している。 キャペッ、白菜、 クマ

ネギ、レ クス、カリフラワ ー等はまった く日本と同質のものが産出されてい

る。この地域では器薬の使用が徹底しており 、忌地現象忙よる収極激以外！て、

いちぢるしい病害虫の発生は見当らなかった。 このダラット市周辺で栽培さ

れている 里菜の産出は全国の 80％にも 及ぶ現侠のものである。ただし、当

地の農民は技術的！ては非常に閉磁的で、技術の伝播は遅い。

また、各省陀農林部があり、 改良普及員な る者も居るが、身分が高過ぎ、

直接農村妬入って指導普及は しな いの で、 晨民はすぺて我流であった。普及
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員自体の技術水準も低 く、特妬アメリカの教育を受けた即成技術者が多 く実

戦に役立っていなかった。しかしたがらダラット市周辺の農民について調査

してみると、農薬を使用 している農家は百 ％であ ったが、 いかなる病害虫で

あれ、一種類の殷薬（有礎水銀系 ）を使用しているの忙は閉口 した。しか し、

使用している事実は、全国的忙見ると、非常 に革新的な地域であると 言える。

種子忙ついては、 この地域で栽培されているものはすぺて輸入品であっ

た。アメリカ ・オランダ、日 本 の種子が一番多かつた。肥科と 言えば、魚粉

がその1ぽとんどで、元肥として使用する。化学肥料は一部の農家が使用する

だけである。現在でも臭薬 と肥科は各農家当りの別当督が決って 1^ て、それ

以上は購入不可能である。原因はすぺて輸入品であるからである。

栽培はすぺて直播栽培であり 、管理として除草、灌水、間引きなど日 本

と相鈴は無い。施設利用栽培は現在のととる皆無であ る＾だから雨胡の 8、

9、 1 0月は栽培が中断される。

ダラット市周辺以外の茂菜園芸船塚は零細で、 種子も在来種で、病害虫

妬強 く粗放栽培でも収稔出来る が、 面品価値としては非常妬低く 、余り都市

'.ては 出姪らず、町村で消伐されている。もちろんこれ等の地域は無消毒であ

る。

余談だがダラット市内のカトリック教会経営の養蜘場で 5万取養線 を行

っていた。名古屋の大手養知湯 と技術提携し、 資材、幾、技術者．すぺて日

本からの提供であり 、飼科は 喩入で、 まったく日本の蚕鳩場 と寸分の違いも

無い経営法であった。ヴェトナム内では最大唯一の養鵠喝である。また、こ

こは唯一の ニューカッスル禾発生地区でもあ った。

ここ 5、 6年の 間匠近代大量接幾飼育が普及しは じめ、当初はサイ ゴン

近郊で裕、本家、特に華1喬が中心忙大規模養趨 （50 0~  1万羽）を 始めた。

姜鈷 もアメリカの農業援助の一塚で始め られたもので、 予防 ワクチン接種の

徹底、飼科、管理など完壁の態努で始められた。しかし、アメリカ人技師の

転任、帰国、治安問題で指導が徹底せず、サ イゴン周辺の裕知はニューカッ
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スルの発生で全蔽に近い打撃を受け、現在はサイゴンより、 5、 60キロ周

辺の村で百羽～千羽程の羨矯農家が残っているに過ぎない。 1也はほ とんど地

飼いである。

ダラット市周辺で特蔽すぺき 事匠果樹が ある。ここは亜熱帝、温帯果樹

の産地である。 5、 6年前と考えられるが日本種柿（次郎柿に酷似している

が品種不名）が植え始められ、 7 1年 2月頃初収校の柿がダラット市場忙出

知った。小粒であるが、私自身非常に巽味が湧き、柿を出荷した幾啄を訪ね

たら、砕か忙庭先に 7本の柿が植えてあり、樹の直径は 15 ~位、結果数は

少な く、一本に 20~3 0抽程であった。そのかわり、葉数は多く葉だらけ

で、中の枝が見えぬ程であった。苗木は親戚が日本に行った際購入したもの

との事であった。

もともとダラットは柿の産地で在来種もあり、一杏多いのは香港産 （中

共種、台湾種）で大部分を占めている。しかし絶対輩は少なく年間 1~2ト

ン程度と思われる。特別に果樹園 というものはなく庭先に 3~4本植えてい

る程度で本格的でない。現在ダラット周辺は非常に治安が悪く、市から 2、

3 0キロ離れると住む畢さえ不可能な状態である。ヴェトナム戦争が好転し

和平実現でもすれば、これら柿専業農家も出現する事は確かである。なお、

上記の市場で売ら れていた日本種柿は 5個百ピアストルで売られていた。

ダラット国立園芸試甜場の中忙韓国政府から派造された果街の技師が 2

年越しで温帝釆樹の栽培を研究していた。すぺて日本種であり、 7 1年 10 

月頃訪れた祈は、 プドウ（マスカット、デラウエア）梨 (20世紀） 桃 （白

桃系 ）、柿（品碩不明）リンゴ（紅玉）の展示栽培を行っていた。植付けて

半年程経過したもので予想の範囲に終るが、プドウは失敗するものと思われ

る。土壊は粘呵赤色土で水はけは悪く、雨天が多いのでプドウの成育に支障

があると思う 。

リンゴはダラット郊外の山林にリンゴの原種があり 、結実 したリンゴで

直径 3r:m程の大きさのものである。この品種にフランスから導入したリンゴ
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と接木を行って栽培実験を行っていた。これも着手したばかりで開花、結実

までの実験忙は年月がかかる。しかし、面白い実眸である。

梨はヴェトナムには全くなく、栽培が成功すれば栽培結実第 1号になる

と思う。

桃は 1日日本兵、松崎氏の庭に日本から＼取り寄せたものが植えて あった。

氏によれば毎年 3~4個位収稜出来る との話だ ったが、実際実っているもの

を見てい たいので何とも云えない。しかし、 木そのものは病害虫に侵されて

ならず、樹勢も強いので、まんざらウソでもたさそうである。剪定のしかた

によっては面白い結果が出るのではないかと思う。

これ等果樹は現在実蛉栽培段階であるが、 ここ数年実験結果の見通しが

付 くであ るうし、またダラッ ト市から 40~5 0キロの地帯で海抜 90 0米

前後、平均気温 20~2 3度前後、砂壊士で平地、河川もあり、 栽培条件に

ピックリの所が 2,3 0 0町歩程ある。いずれこれ等の地域で薩菜、果樹の一

大生産地が形成されると思う。私自身現地でこの地域を調査して、 胸がドキ

ドキする程の好適地であるの忙燈いた。いずれヴェトナムを再訪イきたら、

数年後侭は私も入植するであろう。

私が 2年間活勁 した 中心の製場は、 ラムドン省 (RamDong)、ジリン郡

フーヘップ村 (PHTT-HIEP)で、サイゴンから 30 0キロ 東北、海抜 80 0 

m、の地城であった。ダラット 市は、 トウエンドック (TuyenDue)省内

にある。サイゴン か ら35 0キロ東北、海抜 10 0 0~1 2 0 0 mの地域で

ある。

農業指導の問題点

ヴェトナムの農業実情を詳細に報告する事は雄かしいが、農民に対する

技術指導及び農民自身の技術問題を述べてみる。

現在のヴェトナムでの義務教育は小学佼六年ま でで、 しかも農業技術上

の基徒となる生物学及び家庭脳莱等に準ずる教育は行って去らず、自然の摂
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理に対する知識はまったぐ農民自身の経眸、慣習、工夫で栽培を行っている

のが実態である。また、農林省が増産運動の計画を毎年大き く打出し、各省

が中心となり計画忙そって大々的忙展開するのであるが、これはすぺて表面

だけで、農民各農家まで技術、資金は届かず途中で消えてしまっている。

各省にも燐林部があり 、その下に農協、農業、土地改良所、平定計画支

部等、農業振興忙直接関係ある部著は多いが、その実績は低い。一番の原因

は、農業技師の地位の高さで、俗忙云う「偉すぎる」ので、直接農村で農民

匠接する努力をしたい。又、嬰業技師は全祁大学出身で、エリー トなのであ

る。大学でも農学部出身であれば問坦はないが、他学部出身でインスタント

教育を受けた技師が多く実践忙役立たないのも原因である。しかも 、絶対数

は少なく、各省に 20人程度で、各部にも一応配厖されてはいる。

農協の融資匠も偏童があり 、直疾晨民忙融資される金は皆無と思われる。

また現在ヴェトナム国内で研究を続けている薩菜園芸部門は、 トウエン

ドック省ダラット市にある、ダラッ ト国立園芸試験場ただ 1ケ所のみで、そ

の規模も 6町歩程で、所員も 6~7名のスタッフで頑張っているのが現惰 で

ある。

しかし、平定計画の一環と して、政府軍の中匠食科増産隊があり 、農業

指導、協力を行ってはいる。また民間侭兵役免除の特典のある普及員養成隈

関が名省にあり 、毎年、 1 0名前後の青年男女を訓練し ていたが活動内容は

はつきりしない。各出身の農村に帰っているようである（教育期間終了後）。

私の知る限り、農林省高官、学誠経験者の意見はすぺて、和平後、ヴェ

トナムが立直るのは農業如何であり 、農莱立国と してのヴェトナム以外は考

えられぬとの意見であり、私自身その道が正道と信じている。

ヴェトナム戦争と云う極端に制約を受けた中での農業開発、振興である

ので、計画の計画匠終る事が多いが、全国 を歩いてみて調査すればする程、

底知れぬ潜在力（ 農業生産 ）を持つている事は事実である。またヴェ トナム

人の国民性を表現する事は雄かしいが、 「新しがりや」で「知識欲深く」、
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「自分自身の仕事忙対して恐しく勤勉」であり 、 「教育熱心で苺育程度が高

い」ので、 ヴェトナム人の特質とエネルギーを上手に農業閉発、振興に結び

付ける事が出来れば飛躍的に発展するはずと砕信する。

ヴェトナム滞在が 2年間に及び、しかも、その間の調査、経験に基ずき、

今後のヴェトナムの将来をも踏まえて計画書を作成 したので別紙を一続眸い

たい。再度渡越の際は計画そげてのっとって推進してゆく覚語である。

結びとしての私見

滉近東南 アジアで排日 気運が高まっている。 特に最近クイ国がそのいい

例である。ィンスクントラーメンから重椀械まで「 Made in Japan」の

中で生活を強いられ、 日本人が大手を振って生活している事は衆知の手実で

ある。日本人誰しも、逆の立砺に立たされたら、不快と憤りを持たぬ日本人

はいたいはずである。ヴェトナムに於ても、日本の商業的進出はすさまじく

「死の商人」以上の巧妙な手口 で商いを行っている。すで忙、サイゴン大学

の学生内妬も反日グループが出現し、学識者の蘭でも、ジャーナリストの間

でも批判が出始めている。これは、決してヴェトナム人の「我まま」から生

まれたものでなく、 「ナショナリズム」民族自立の精神の現われである事を

忘れてはならない。

現地で農業普及活勅を行う場合花あっても、日本の文化が必ずしも、現

地より高水準である等の、島国的、 「うぬぼれ」は絶対忙持ち合わせたいよ

うに注意すぺきである。

主体は常にヴェトナムであり、 ヴェトナム人だからである。ヴェトナム

の文化を破壊するようをいかたる名目の閉発援助も 、私は厳しく「悪」であ

ると信じる。 「教えてやる」という考えでなく 、 「教えさせてもらい、共に

考え、共に悩む」事が心から出来ぬ限り 、現地にての活動は無意味だと思う。

「技術さえ教えれば」 、 「金さえ援助すれば」方式の今までの、援助、協力、

技術者ではすでに迪用しな くなっている。これからは、技術者の人閻的な
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「質の転換」が急務になっている。

普及活勁、大きくは、援助、協力を行う場合、あくまで相手国、現地の

利益のみを考える事が大前提でしかも結論であるぺきである。

我々農業技術者として現地に赴く場合、農政の改革等の大局的見地と共

に、農村、農民忙接しては、彼等の手となり足となれる実際的（実学的）即

応的技術を伝える だけの力量を今のうちに養い、こ の基礎の上に活動をすぺ

きである。またいったん現地で指導を行った場合、短期間でなく、彼等農民

忙伝えた技術を利用して自立するまでの協力と貴任を各技術者が取るべきで

ある。いかなる理由であれ。そして、 1日も早く他国籍の技術者の応援無 く、

自国で自立出来る段階までに促進させ、それと同時に我々外国の技術者はす

みやか陀帰るぺきであろう。その時期が 1日も早くヴェトナムにも到来する

事を信じて、今度は家族をつれ、再びヴェトナムヘ発つ覚悟であ る。

南ヴエトナム共和国中部高原における野菜の栽培改良普及計画書

[ I] 要旨

．南ヴェトナム共和国は、国土甜面稼 17 0 0万ヘククール余りのうち、

耕地は約 6分の 1(約 30 0万ヘクタール）残りの 6分の 5は森林、牧草地、

未利用地、湿地である。農業就莱人口は、全人口 16 2 5万人に対して 75 

％余りで、人口的には高度の農業国であるが、その生産の伸び率は低く、年

約 2.7 %にすぎない。

一方、人口増加率は 2.8%で相当に高く、且つ、 1 9 6 5年以来、人口

の地方から都市への集中の傾向は強く、サイゴン市を例にとってみると、

1 9 6 5年 28 0万人余であったのが、 1 9 7 0年には 40 0万人匠達して

いる。この様な地方から都市への人口の急激な移勅は、サイゴン市だけでは

たく、全国的傾向であり、現在も尚進行中である。この現象は、一つには内

戦がこれを促進してはいるが、それだけではなく、都市の工業生産の進朕も
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その原因の一つと見るぺきであろう。

1 9 6 5~1 9 7 0年の「日1に、物価の上昇率は平坊 45. 5 OiJであったが、

上記のような急激な人口の都市集中化に伴なっ て、殊に生鮮野菜の高騰は甚

しい。 食生活上、 ピクミン、 ミネラル等の確保という栄羨面の観点から、都

市生活者妬とっては特に必要不可欠のものであるにもかかわらず、その供給

の伸びは低く 、特定人以外の賭入消喪は困難になって来ている。こ の様な現

状忙対して、南ヴェトナム共和国中部高原地域は、既忙野菜栽培にある程度

の歴史を有 し、且つ自 然立地の点か らも 舒菜生産忙好適であるので、早急匠

この地域を開発 して、 ヴェトナムに於ける野菜生産地に育成することが得策

である。この地埃妃、 茨菜の栽培改良普及の為の指導農楊を設置し、直接地

域岱民を必要な野粟生産へ動員するよう指導するこ とが最も効果のある方法

と考えられる。

［．JI〕実施計画

(A) 指導伐場設置予定 地 南ヴェトナム共和国トウエンドック省ダラット

特別市

ダラッ 1、特別市はサイゴンから北更 28 0皿、人口 84, 6 0 0人、内農

家人口 61, 8 0 0人、海抜 90 0~1, 2 0 0 mの丘陵地帯匠ある。年間平均

気温 22~2 3℃、 降雨品 28 0 0~30007Ji-;i、土疫は粘吼赤色土（火山

灰土樫 ）である。幾業上、立地条件匠思まれており、ダラット特別市は既に

国内の野菜生産の約 80 %を占めていると 云われている。この他、ダラット

特別市は果樹、花等の生産 も盛んで ある。

以上の諸点から、野菜の生産地を形成するダ ラット 特別市を指導普及の

中心とし、技術の改良普及匠よって生産の増大をはかり 、都市需要の増大に

即応すると共に、漸次国際性ある野菜生産地として育成することは、 ヴェ ト

ナムにとってその意義は決 して小さくは無い。特花、 ダラット国立園芸試験

場での研究の成果は各方面から注視され、期待されているので、 この園芸試
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験場を栽培改良普及指導の中心とすること が適当 と思われる。

(B) 事業項 目

、 そ菜生産輩の増加の為には、改良品種の導入、栽培法の改良、普及、単

位面積当り生産量確保のため地力の維持を計ること、更忙病虫害の防除法の

確立が必要である。これらを考慮して次の諸事業を実施する。

1. そ菜の改艮栽培法の演示と、その普及

ヴェ トナムの農民全般に亘っ て、 輪作、連作の認誡は非常妬低い。

野菜専業偶家がヴェトナム国内で分化したのは 20年程前からの ことで、

野菜の市場向生産の本格化した歴史は尚浅い。従って連作に よる被害は生産

地では最近深刻な問題となって来ている。この解決を早急に計る必要がある。

また、経営技術が拙劣であるの で、 計画的な生産を行う ことが出来ず、

為匠、野菜専業農家の収入は、非常妬不安定な状態におかれているので、栽

培法の改良、その演示と普及は先つ第一妬実施すぺき事莱である。

2. 乾期、雨期妬おける特殊栽培法の演示

ヴェ トナムでは、毎年雨期に入 って野菜市場価格が暴騰する。これは、

雨胡に入ると 、ダラット特別市周辺の野菜生産が激減するからである。毎年、

7、 8、 9、 1 0月の 4カ月間は、風雨激しく、 低温、袋天で日照不足に陥

り、野菜栽培は非常な制約を受ける。 即ち、 雨期では、各野菜の栽培初期の

管理が難し く、 又栽培全期凋を通 じて病害虫が多発す るから である。これに

対して、 乾期は、逆に高温、乾課で、こ れまた初期の管理を困雄に し、 病智

虫多発の誘因となっ ている。

年間を迪 じて安定した都市への野菜供給を確立す るには、雨期の作柄を

安定させる事が必要で ある。こ のため磯材1吏用の特殊栽培法を導入して、 栽

培の安定化をはかれば、これは当然、生産農家 の収益の増加と安定とを招 く

結果 とも なる。

3. 優良品種の導入と 紹介

ヴェトナムでは、 野菜種子 はかぼちゃ、とうがらし、きゆうり、とうも
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ろこし、さつまいもを除いて他のものは、殆んどが輪入に依存する。 19.7•O 

~7 2年、 岡本がダラッ ト地区 でメロン、 トマト、すいか、きゆうり等の改

良日本品種を栽培 したところ、非常な 好成績を涛ている。斯様な ことから、

各種野菜の改艮品種を導入試作 し、 最適種を選定普及させれば、 (1)疏菜品質

の向上、 (2)野菜の種類の多様化、(3)野菜の周年生産た どを 可能たする。

4. 病害虫防除法の確立、指導

現在栽培されている野菜は、 耐病性の大きいものが多いが、近年改良品

種が外国から導入されるにつれ、病害虫の被害は各生産地で異常に激 しくな

って来た。 20年程前注では、殆んど無消毒栽培であったため、一般に病害

虫防除の認識、技術は低 く、こ のまま忙放置すれば今後の農業開発に大きな

支障を来たすもの と思われる。病害虫の主要なもの忙は、クン ソ病、ペト 病、

ヴィル ス病、ウ リパ工、 クネバエ、 アプラム、ン類が多 く、 早急妬合理的な防

除法を確立 して殷民に指導する必要がある。

(C) 指導岱場の規模、施設及びその運営

指導品場の所定事典の実施は、専門技術者 及助手各 1名により、その計

画、 指導の下に運営するものと する。

本燐場の敷地面踏、施設は左記の如 くである。

1. 敷地面積

．
 

敷地総面栢 20,000m2 

（イ） 栽培演示圃場 10,000m2 

（口） 栽培試験圃場 8,431m2 

し、） 建物敷地面珀 6 9 m2 

（⇒ 作 業 場 1, 5 0 0 m2 

． 

2. 建物施設

（イ） 宿舎及事務室

（口） 倉庫

H 家畜 舎

1棟 4X 6 m2 

1棟 5X 6 m2 

1棟 2.5 X 6. m2 
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（皿〕 初年度経費予算

費 目 金 額 備 考

農地造成費 ，； 4 4 4.4$US プルドーザー使用、 2 2 2. 2 / ha 
よ

建 築 喪

宿舎兼事務所 1,4 0 0.0 1棟、 4X 6 m2 

＾ 届

庫 1, 2 0 0. 0 1棟、 5X6m",

． 家 畜 舎 3 3 3.3 1棟、 2. 5 X 6 tn2 

農隈具及磯材費 2, 1 7 4.8 註(1)参照

種 苗 抒 1 7 8. 8 註(1)参照

肥 料 費

窒素肥科 4 4.4 6 0 K9当 2.9 $US 9 0 0 Kr;; 

燐酸肥科 6 6.6 “ 3. 3 ヽ 1, 2 0 0 /1 

力 リ 肥料 6 6.6 II 3. 3 ” 1, 2 0 0, 

石 灰 2 9. 6 1 0 0 Kg当2.9 ,, 1, 0 0 0 " 

魚 粉 2 5.0 ” 4. 1 “ 6 0 0 " 
殺虫剤、 殺菌剤 7 2.0 註(1)参照

人 件 費． 技術者俸給試2) 専門技術者 1人月俸、助手 1人月俸

常雇人夫費 1, 3 6 1. 1 3人、 1.3$US/日 3 6 0日分

臨時眉人夫貸 2 2 2.2 植付、収穫時の臨時雇傭製夫費

巡回指導費

迪信事務費

予 備 貨

ムロ 計
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註（1) これらの項の機具、種苗、農薬等は、本事業の専門技術者が、 • O 

.pに基づく技術協力援助のため、日 本から派遣される場合は、その技

術者の携行液材とすることが出来る。

註（2) 本項の再門技術者は 0 .pに甚づき、日本から派遣される禄要請

することが望ましく、その場合は当然、この人件登は経上する必要はな

くなる。

（筆者は東京船大卒、 1 9 6 6年からポランディアーの形で南ペトナム

に渡り、一昨年、昨年と農場経営に従事して帰国、 再び渡越される予定

である）

．
 

． 
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付表2. 主た作物の作付面積の推移 (19 6 6~1  9 7 0) 

1 9 6 4 1 9 6 7 1 9 6 8 1 9 6 9 1 9 7 D 

FOOD CROPS (Hectares) 

Rise 2,556,800 2,428,640 2,294,780 2,295,800. 2,393.80 D 

Corn 37,000 36,180 29,180 28,955 28,780 

seet Potatoes 48,000 43,250 39,480 37,800 34,520 

Manioc 
I 43.0 0 0 43.0 20 38,960 36,500 35,130 

Potatoes 200 670 190 100 100 

Pea.nuts 35,000 31,720 30,640 30,150 29,680 

Soybeans 6,050 5,380 6,610 7.55 5 820 

Mungo beans 19,510 21,300 20,050 30,56 D 21,4 D 5 

Vegetables 8,77 O 11,720 12, 1 0 0 13.54 0 13.6 2 0 

Pineapple 8,0 1 D 5,855 5,560 5,750 4,540 

Bananas 18,140 18,490 18, 1 20 1 7,860 17,730 

Fru tt trees (1) 34,570 5 7. 2 ? 5 35,990 33.7 30 32,340 

Black pepper 470 465 390 390 340 

Sesame 840 670 495 550 430 

Yam beans 1,250 1,570 1,135 1,470 1,105 

Watermelon 4,400 2,585 3.4 4 5 4550 451 0 

Other tubers 3,000 3,850 790 1,040 1,155 

FIBER CROPS 

Kenaf 880 2,732 665 130 20 0 

Jute 875 805 7401 775 560 

Cotton 75 74 90 80 80 

Kapok 1,955 2,0 D 5 1,540 1,275 1, 1 1 0 

Ramie 60 10 15 5 5 

INDUSTRIAL 

Rubber 134,700 129,660 126.340 11 5,735 105,730 

Tea 9,650 9,685 8,150 7,'1 2 5 7,660 

Coffee 11, 1 2 0 10,795 10,230 1 0、240 10,000 

Coconutxs 41,580 40,390 39,015 3 8, 11 0 29,905 

Tobacco 10,275 8,540 7. 1 50 8,455 8,100 

Sugar cane 33,710 33,900 30,050 25,770 15,265 

Lacquer Trees 2 20 50 50 70 

Cacao 300 265 165 140 60 

-48-
(1) Excluding bananas 
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Month 

:Januariy 

February 

March ． April 
May 

June 

July 

August 

September 

October 

November 

December 

AVERAGE 

． 

付表3. サイゴンにおける米の月乎均小売価格の推移

(1 9 6 3~1968.100キロ 当 り ベトナム・ドル）

（品種 Ve vang ) ！ （品種 Soc nau ) 

1963 1964 1965 1966 1967 1968 1963 1964 1965 1966 1967 1968 

720 760 .914 1,229 2262 3225 648 659 821 1,021 2,049 2,767 
I 

715 768 916 1268 2630 4,160 645 676 804 971 2296 3518 

716 777 890 1,317 3550 3267 644 676 793 1,054 3271 2]75 

71q 783 899 1,427 3221 ふ100! 6:.,6 688 805 1,113 2,906 2,956 
I 

735 7 7 7 924 1,483 3.170 3,138 649 686 823 1,153 2,680 2/368 

7 49 770 1,145 1,594 3,196 3AOO 652 667 951 1,265 2,771 2,775 

756 775 1;223 1,734 3.17 4 3250 I 652 673 989 1,490 2,734 2,729 

758 827 1,182 1,839 3274 3200 652 730 938 1,538 2803 2,723 

758 840 1,151 1,711 32.82 3200 652 750 933 1,484 2,760 2,714 

763 830 1,142 1,708 3.050 3200 662 731 908 1,509 2997 2,715 

773 849 1,126 1,953 3.100 683 754 872 1,687 2805 2,745 

763 916 1,170 1,946 32.42 3363 678 797 927 1,750 2,766 2,908 

744 806 1,057 1,600 3.096 5518 654 707 879 1,337 2,372 21378 

SOURCE : National Insti tute of Statistics 

19 6 3 : ($ US / 1 1 8 $ V. N) 

1964: ($US/ 118$ V. N) 

1965: ($US/118$ V.N) 

1966: ($US/118$ V.N) 

1967 : ($us/ 1-18 $ v. N) 
1968 ! ($US/ 18 0 $ V. N) 
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付表 4- 1 輸入農産物の数量

(1 9 6 5~1968 Metric tons) 

， 
1 9 6 5 1 9 6 6 1 9 6 7 1 9 6 8 

TOTAL 424,787 7 93.92 2 1,093.509 1,111,588 

PLANT PRODUCTS 395,204 7 ~ 6,380 1,071,441 1,072,031 

Rice and broken rice 1 29,59玖1)434,19 4(1) 765.089(2) 6 77,9 2只1)

Rice bran 1 1 0 

Hops 247 245 149 72 

Cereal(wheat, barliy) 1 1 1 1,040 509 

Cereal flour 122,968 I 131,457 90,102 109,171 

Coen 1 0,8 6 2 7, 6 4 4 3.392 41,000 

Roots and tuber 8 I I 3 3 1 0 

． 
Vegetables flour 39 69 62 11 6 

Dry beans 577 822 74 247 

Fresh vegetables 485 229 1 3 170 

Dry mushrooms 25 41 2 1 57 

Other defydrated vegetables 23 74 82 18 4 

Fruits 935 1,094 2,447 5,688 

Tobacco 4816 3,935 5.27 2 7.5 2 9 

Copra cake 100 3 3 771 

Coconut 3.0 D 1 

Coffee 1 ． 
R.Amie 11 45 1 7 50 

Cotton and cotton threads 23.207 26,691 1 4/:J 60 10,971 

Silk 5 

Jute and other threads 3.335 1,498 1,942 1.7 4 4 

Grains 335 580 | 431 703 

Malt 12,608 13.95 0 8,028 10,808 

Cone and beet sugar 70,787 118,461 1 71,841 200.578 

-50-
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． 

1 9 6 5 1 9 6 6 1 9 6 7 1 9 6 8 

Cacao 35 164 55 22 

Seeds 72 102 190 188 

Medicinal plants 2,235 2,707 2,752 2,938 

Soybean 291 
9,.  ．．．． 

1,369 Oleaginous grains 6 2 15 
.... • •よ

Raw vegetable oil 4 1 34 42 58 

Olive Oil (8) (.) (.) (.) 

I Other (3 3) (.) l (.) (.) 

Refined vegetable oil 10,381 

ANIMALS PRODUCTS 29,154 46,370 17.47 5 28,094 

Live -pigs 3 1,327 4 5 

Live poultry 6 喫 I 43 

Dressed poultry '一 539 

Meat and crap 7 1 

Milk 28,923 44,918 17,266 26,604 
,, 

Cheese 77 108 134 288 

I 
Butter 151 71 178 

Lard 383 

FOREST PRODUCTS 420 1, 1 51 4,563 11. 4 1 7 

Pine resin 23 

wood 22 85 2,700 10,455 

Cork 39 8 384 352 2 61 

Colophony 682 1,511 687 

FI. -SH,. E・ • RT PRODUCTS ， 2 1 30 46 

―̀ 
C, ・.: 

Fish 45 

Mollusc, shrimp and crab ， 21 30 1 
I 

SOURCE : General Directorate of Customs 

(1) Joint Economic Office USAID/VN (2) Including 750,000 tons of :r,ice.・ 

im匹 rtedby joint Economic Offce USAD/VN value at 1333 59瓜．oo . or•‘·.-
(US$パ16切N)

-51-. 



付表 4-2  輸入煤産物の価格

( 1 9 6 5~1 9 6 8. 1,000 ヴェトナムトブレ）

1 9 6 5 1 9 6 6 1 9 6 7 1 9 6 8 

TOTAL 5J]47.01 5 13.701,7 25 21,432,063 25:i 17,391 

PLANT PRODUCTS 4318;383 11,914384 202.30854 23331,769 

Rice and broken rice 2370:2.6 6 (1) 8;')41.066(2) 15899,2911.3 18303.97 5(4) 

Rice bran 506 

Hops 25,723 36518 33,125 13.645 

Cereal(Whea t, barley) 4211 12320 11,508 

Cereal flour 4631:,72 802,374 913,386 1,139,713 

Corn 37,853 32567 22A06 236,447 

Roots and tubers 140 798 57 358 

Vegetables flour 548 1,667 1,920 3D94 

Dry mushrooms 2,074 4,151 4802 10,267 

Other dehydrated vegetables 381 2171 3A93 6893 

Fruits 8,462 22;506 74A38 158/;11 

Tabaco 264810 417,531 617,550 817,912 

Coffee 155 

Copra cake 114 76 76 9,089 

Coconut 51,754 

Ramie 541 5585 4,129 2910 

cottn and Cottonthreads 7181328 1,38387 3 1,000,055 868,769 

I Silk 2,790 
I 

I Jute and other threads 20.009 15,118 26254 18,775 
I 

I 
Grains 2,169 18658 13.403 19.346 

Malt 77.414 178,424 127,893 161,803 
I 
Cone and beet sugar 236712 454646 1,164/190 1,333,935 

Cacao 768 4,464 2230 1,001 

Seeds 2A46 13324 29,266 21237 

Medicnal plants 31,078 133A80 199,463 172;,39 

．
 

． 
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1 9 6 5 1 ・9 6 6 
、..

Soybean 1,496 

Oleaginous grains 6927 656 

Raw vegetable oil 538 136 

Olive oil (319) (.) 

Other (219) (.) 

Refined vegetable 103,804 28773 

Bard 

ANIMALS PRODUCTS 656738 1,751,911 

Live pigs 469 36675 

Live poultry 2300 

Dressed poultry 

Meat and scrap 446 

Milk 648,290 1,703339 

Cheese 2,723 9,151 

Butter 5256 

互 rd

FOREST PRODUCTS 8269 34391 

Pine resin 

wood 602 4D39 

Cork 7.667 15A20 

Colophony 14932 

FISHERY PRODUCTS 125 1,039 

Fish 

Mollusc, shrimp, and crab 125 1,039 

SOURCE : General Directorate ofCustoms 

(1) F.quivalent to 20,087,000$US($US/118$VN) 

(2) Equivalent to 70,687,000$US($U~/1 18$VN) 

(3) Equi Valent to 134,739,790$US($US/118$VN) 

(4) Estimated value (2 7, O O O $ 1/lVm. tons) 

-53-

1 9 6 7 1 9 6 8 

297 2る18

1,298 2J69 

(.) (.) 

(.) (.) 

1,829 2769 

4/303 

1,137,036 1,904D25 

1,007 1,624 

646 21,328 

41,150 

1,137,036 1,904.025 

13.043 30,781 

8,101 18,505 

9.124 

62247 58,713 

1,112 

6,102 30842 

20851 14,127 

35294 12.632 

1,926 22884 

221,35 

1,926 249 



I 

FOOD CROPS 

Rice 

Corn 

Sweet potatoes 

Minioc 

R:>ta toes 

Peanuts 

Soybeans 

Mungo bean 
Vegetables 

Pinapple 

Bananas 

Fruit trees (1) 

Black匹pper

Sesame 

Yam beans 

Wa terrne 1 on (2) 

Other tubers 

FIBER CROPS 

Kenaf 

Jute 

Cotton 

Kapok 
Ramie 

付表 5. ・批産物 の生 産 の 推移

(1 9 6 4~1 9 6 8, Metric tons) 

1 9 6 4 1 9 6 5 1 9 6 6 

5,185,030 4,821,660 4,336,390 

46,000 43,820 35,390 

301,000 277,930 2 4 6,1 50 

288,600 236,020 280,280 

3.0 DO 12,250 3.7 30 

36,500 3?,59 5 3 4,4 2 D 

3,850 4,330 7,585 

12,000 11,8 7 5 1 4,4 1 0 

107,650 132,955 143.47 0 

56,985 48,D 95 38,790 

236,810 207,685 177,250 

231,730 233,260 201,900 

600 605 440 

400 205 225 

8,000 10,430 6,215 

36,400 25,085 31,590 

15,000 12,4 1 0 4,350 

740 2,757 • 61 5 

890 865 790 

25 28 40 

71 0 910 7 30 

45 1 0 1 0 

1 9 6 7 

4,683.400 

33,820 

254,010 

261,855 

1,500 

33.7 3 0 

5,660 

19.920 

1 9 2, 1 80 
3 7.020 

167,555 

1 91, 1 6 5 

470 

280 

9,140 

46,695 

9.640 

160 

770 

40 

872 

5 

IN・DUSTRIAL CROPS 

Rubber 

Tea 

Coffee 

Coconuts (3) 

Tooo.co 
Sugar Cane 

I..aquerresin 

Cacao 

74,200 64,770 49,455 

5,380 5,905 521 0 

3.4 20 3.530 3.07 O 

140,875 147,330 1 29,460 

7.2 7 5 7,575 6,900 

1,055,190 1,092,850 935,670 

5 20 5 

30 90 45 

(1) 血 eludingbananas 

(2) Excluding 2 0 tons of seeds 

(3) Thousa:rrl. nu ts 

~54-

42,51 0 

4,195 

3,345 

130,500 

7,890 

769,960 

5 

45 

1 9 6 8 

4;3 66, 1 50 

31,760 

234,685 

2 60,190 

2,000 

32,055 

7,465 

13.360 ． 
193,055 

3 4,1 1 O 

1 64,065 

221,880 

410 

235 

5,680 

46,950 

10.225 

60 0 

525 

40 

7 20 

5 

34,000 
． 

4,770 

3.000 

1 10,70 5 

7,620 

401,070 

25 



付表 6- 1 輸出農産物の数蘊の推移

(1 9 6 5~1 9 6 8, Metric tons) 

．
 

．
 

1 9 6 5 1 9 6 6 1 9 6 7 1 9 6 8 

TOTAL ・ 88,237 5 7,5 5 7 42,382 31,561 

PLANT PROJ;)UCTS 81,527 54,636 39,581 30,320 

Rice and b~oken rice 1 

Rice bran ヽ．． 29 2 

Soybean 100 1 2 

Rice flour 

Roots anb tubers --1. 7 1 9 146 

Selledpeanuts 6,02印） 310 

Peanuts oil 1, 61 6 57 

Other oleaginous grains 3 

Dry beans 312 340 43 

Fresh vegetables 123 

Dry_ mushrooms 3 1 

Other dehydrated vegetables 1 21 

Bananas 101 5 

Fruits 483 

Rubber 5 8, 16 1 44,899 37,704 29,247 

Tea 2,341 1,863 1,047 725 

Sugar Cane 5 

Sesame 1 2 1 (2) 

Coconut oil 822 11 4 

Copra cake 8,856 6,335 100 

Copra 

Medicinal plants 1 1 4 74 '40 1 4 

Ginger 

Kapok 

kapok seeds 
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1 9 6 5 1 9 6 6 1 9 6 7 1 9 6 8 

Ramie 30 

Kenaf 567 1 1 9 50 

Coffee 200 576 325 

Pepper 5 31 

Silk 5 1 

Grains 2 

IIVESTOCK AND BY-PRODUCTS 5439 1,810 2,190 1, 1 4 1 

Livipigs 157 5 
'.  

Live buffaloes 1,41 6 

Meat and scrap : 262 3 

(Dreesd JX)Ultry) (285) (3) 2 

Live poultry 1 6 

Duck's eggs 5 2 1(3) 

E四powder

Tu.ck's feather 625 
531 ｀ 504 339 

Dry bone of cattle 2,400 1,261 1,686 800 

Bacon 40 

Milk 1 0 

FOREST PRODUCTS 417 29 38 22 

Cinnamon 387 29 38 22 

Wood 30 

FISHERY FPO DUCTS 8 54 8 62 573 78 

Fish 1 69 1 60 163 

Shrimp and crab 685 7 0 2 1 4 1 0 78 

．
 

． 
SOURCE: General Directorate of Customs 

(1) Including unshelled peanuts 

(2) Including oleaginous grains 

(3) Including egg po叩 er
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付表 6-2 輸出農産物の価格の推移

(1 9 6 5~1 9 6 8, 1, 0 0 0ヴェトナムドル）

． 

．
 

1 9 6 5 1 9 6 6 1 9 6 7 1 9 6 8 

TOTAI」 1,200/)97 1,449,952 1,259,716 892825 

PLANT PRODUCTS 1,089,767 1,360754 1,159,760 844576 

Rice and broken rice 52 

Rice bran 68 97 

Soybean 235 175 

Rice flour 

Roots and tubers 2,076 234 

Shelled peanuts 43287(1) 2267 

Peanut oil 18J]97 685 

Other oleaginous grains 29 

Dry beans 1,198 1,540 388 

Fresh vegetables 197 

Dry mushrooms 376 135 

Other dehydrated vegetables 446 

Bananas 365 426 

Fruits 923 

fubber 910581 1;2.25,114 1,061,124 776,473 

Tea 74740 102?>01 76~79 55,025 

Suger cane 52 

Sesame 886(2) 

Coconut oil 10,557 268 

Copra cake 18:,22 22235 536 

Copra 

Medicinal plants 1,603 529 678 1,083 
I 

Ginger 

Kapok 

Kapok seeds 
： 
！ 
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1 9 6 5 1 9 6 6 1 9 6 7 1 9 6 8 

Ramie 284 

Kenaf 3]82 326 21 6 

Coffee 3.089 19,549 11,572 

Pepper 289 2;>78 

Silk 1,173 260 

Grains 274 

LIVESTOCK AND BY-PRODUCTS 53)50 40,717 49208 30,341 

Live pigs 1,754 64 

Live buffaloes 8,123 

Meat and scrap 3.056 37 

(Dressed poultry) (3D08) (37) 14 

Live poultry 173 

Duck1 s eggs 6;J32l3 - ,I 

返gpowder 

Duck's feather 30,373 37.421 43373 27,767 

Dry bone of cattle 3.528 3.031 5835 2,560 

Bacon 411 

6758 

Milk 173 

FOREST PRODUCT 27,349 2:,41 6/;06 

Cinnamon 27,229 2,941 6758 6が06

Colophony 

Wood. 120 

FISHERY PRODUCTS 29,831 45~40 43990 11,302 

Fish 2;>37 2,183 2233 

Shrimp and crab 27.494 43357 41,757 11,302 

． 

．
 SOURCE : General Directorate of customs 

(1) Including unshelled芦 anuts

(2) Including 01eaginous grains 

(3) Including egg powder 
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付表 7． 農場での試作成績

作物別 播種輩 収量（キロ） 摘 要

クマネギ 4,0 0 0/1 Oa ヴェトナムでは大体年中栽培在圃 4ヶ月 ヽ

卜 マ 卜 180/ a マスクー 2号、平均果重 239g
在圃 18 7日

． キ ウ リ 2,470本ゾ10 a 4,00 0/1 Oa ヴェトナムでは年中栽培、在圃 3カ月

ジャガイモ 5.6 7 0株／1O a 1,5 0 0/1 0 a 3月植は 6月、
月収穫

8月植は 11 

レ‘ 夕 ス 4キロ／ha 3,00 0/ha 8 0 cm2径、株間 25 cm、
在圃3カ月

ス イ 力 2,000 g/ha 5 0,0 00/ha 直眉、周年栽培、在 76日

ニューメロン 1 0 0 g/1 0 a 170/1Qa 150cmX80;:m 
在圃 60日

ナ ス 5 O g/1 0 a 4,0 0 0/1 0 a 9 0 X 6 0 三芳黒成
在圃 90日

カンラン 6 2 g/1 0 a 4,0 0 0/1 0 a 1 5 0 x 5 0、 7種平均． 在圃 12 0日

イ ネ 1 D QKg/ha 4,3 DO/ha IR-8、 IR-5、在来種、
在圃 11 D日

ソ ，，＜ 6Kr1 0 a 150/10a 開花しても結実しない場合が
ある、在圃 70日

註：以上の作物のほか、ニンニク、オクラ、 トウガラン、ダイコン、サッ

マイモ、アーチチョーク、ダイズ、コーリーフラワー、ぺベャ、バナ

ナ、キャッサパの成績があるが省略する。
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（資料 ）アジア農業大学連盟について

この連盟から出されているニュース レクー (V-1、Jf6.1 0)が送られて

き て、 その概況がわかったので、要約して参考に供する。

この連盟の公式名称は、 Asian Association of Agricultural 

Collages and Universities で、略称は AAACUである。 こうした

連盟の構想は、すでに 19 7 0年 10月から、関係者の間でねられていて、

そうした関係からニュースレターも 9号まで出されていたわけであり 、また

この間、 タイ国とインド国内でそれぞれセミナーが開催されていた。

昨年 4月末にはフィリピ ンでセミナーが開催され、会場がロスバニオスか

らバギオに移された 5月 1日陀、 参会者であるアジアの 17の農業大学関係

者によって、連盟の規約が討議され、正式に採択されるとともに、役職員も

選出され、新しく発足したのである。

この規約に調印して、正式に加盟国となったのは、 クイ 、 フィリピン、 イ

ンドネジア、 中国（クイワン） 、 マレーシア、韓国、南ヴェ トナム、 トルコ、

イランの 9カ国である。

規約の前文屹よれば、連盟の目的は、終極的妬は各関係大学の責任におい

て、 農民の生括条件あるいは環境の改善、向上をはかるうとするものである。

このために、各関係大学は協力し、意見ばかりでなく 人材も変換 し、 そう し

た密接な連けいによって、教育、確定、普及を発展させようとし ている。

連盟の本部檄構は、 Govsrning Council と Executive Board から

なり 、前者の会長にはクイ国 Kasetsart大学の学長、 M. C. Chakra-

bandhu氏が、 副会長にはインドネ、ンア国、 GadjahMada大学の soenjo-

to Soemodihardjo、フ ィリビン国、 マウンティンステート農業大学の学

長、 Dr.Bruno の両氏が選出、就任されている 。また後者の執行委員会の

幹事長には フィ リビン国の Graduate Studiesの理事長、 Dr.F..A. Ber-

nardO 氏が選ばれている o 役 員の任期は2ヵ年である。

-6 0-
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連盟では 2カ年に 1回の割で、各国もち回りでセミナーが開かれることに

なっており、次回は 19 7 4年 6月に、インドネ、ンアで開催されることに決

定している。

さきの規約の前文の目的にそって、 この連盟では、引続きニュースレクー

を隔月ごとに発行するほか、国際的な研究をセミナー、農業教科課程の作製

その他に必要たワークショップの設置、各大学間の情報や出版物の交換、各

大学の研究室や研究機材の明細等の作製その他が考えられている。

なおこのニュースレクーには連盟の規約の全文が添付されている。そのな

かから、 1、 2の点をひろってみる。会員は正会員と準会員からなり 、前者

は各大学もしくは各国の農業大学連盟で、議決権をもつ、後者はこの連盟に

興味をもち、 あるいは協力しようとする農業関係の団体、公的横関あるいは

基金などで、これは議決栢をもたない。今後連盟に加入しようとする大学あ

るいは連盟は、適格審議のうえ、かつ 1国からの構成会員数が、全会員数の

2 5 %を越えないように制限されている。会員はこの連盟に毎年、会費を納

めねばならぬことは言うまでもない。

なおこの＝・ユースレクーには、書評が 2つ、 クイ国のゴム産業の紹介、 ロ

ック フェラー財団の Gadja Mada 大学に対する援助などがのっ ている。

編集部

．
 
囀

ヽ
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悔外農業に対する筋力事業ならびに開発事業に従事したい方

9 海外農業に対する協力事業なら びに開発事業に必要な人材を求めている方

は本財団へご連絡 ください。

海外農業開発財団は左の事業を行なっています。

〇 海外農業技術者となることを希望する方の登録 とプール

0 新人の海外岱業技術者への養成

〇 待機中の技術のプ ラッジュアップに必要な研修費の貸付

● 0 海外農業の協力および開発事業をしている団体、企業等へ優秀な農業技
術者のあっせん。

0 海外農業調査団の組成、送出

〇 海外農業情報のしゅう集、紹介

海外製業ニュース

昭和 48年 4月 20日

編集発行人

通巻第 4 1号

石黒光三

． 
＼
 

発行所 財団法人 海外農業開発財団

郵便番号 1 0 7 

東京都港区赤坂 8-1 0 - 3 2 

アジア会館内

電話直通 (401)1588

(402)6111 

印刷所 泰 西 舎



． 

● , 


	海外農業ニュース No.41
	ラオス・タゴン地区調査とラオス農業の近況
	南ベトナムの農場経営の体験から
	（資料）アジア農業大学連盟について


